
研究の未来のありようを
考える勉強会

Kyoto Agora 2022 グループ4

◎中山 〇外岡 〇中西 〇鈴木 山下 北口 西崎
（デザイン・建築学系） （機械工学系） （材料化学系） （材料化学系） （基盤科学系）（デザイン・建築学系）（情報工学・人間科学系）



全ての人が情報発信者となり、個人事業主となり、個人投資家となり、研究者となること
で訪れる、仕事と学びと遊びの好循環により実現するエイジレス・ジェンダーレス社会

※未来工学研究所「国・機関が実施している科学技術による将来予測に関する調査報告書」 2020 のシナリオを修正



オープンAI技術を使用して
研究者のWell beingを目指す
研究者の時間を奪う三大項目

1. 事務上の雑務 ⇒ 事務Q＆A Chatbot
2. 教育上の情報収集と精査 ⇒ TA Chatbot
3. 研究上の情報収集と精査 ⇒ RA Chatbot

それぞれに多国語を操る超優秀な専門AIアシスタントができたら
研究者の自由時間が増え、Wellbeing が実現できるのではないか？



・ファインチューニングによって大学用AIを構築することは現実的ではない
・利用できるサービスがまだ存在しない
・小手先の知識でできる範疇を超えている（専門家を雇うには予算不足）

・RAGの利用によって大学用AIを構築することは有料サービスを使えばできそう
・ただし、図表の学習は現時点では精度が不十分に見える

チーム４プロジェクトの方針決定の経緯

→ 文字情報のみで完結する大学用AIの構築をまずは目指す
→ 今後、図や数式の理解度の高いAIが出てきたら、

図や数式を含む資料をもとに回答する大学用AIの構築を検討する
（それほど待たずに良いAIが出てくるのでは？）

勉強会を通してわかったこと

方向性の決定（2024年5月頃）



チーム４プロジェクトの方針決定

・文字情報のみで完結する大学用AIで作れるものを試作する。

→ １．本学の事務関連の質問に回答してくれるAI

→ ２．文字のみの教育資料（オープンソース）の内容に回答してくれるAI

→ ３．文字のみの研究資料（独自資料）の内容に回答してくれるAI

（２．３は、専門分野によっては役に立ちそう）



チーム４プロジェクトの2024年度実施MT
1．
グループ4ミーティング＠オンライン
2024年 4月 10日 (水)⋅12:00～13:00
２．
Chat plus Web会議
2024年 4月 16日 (火)⋅11:00～12:00
３．
フィクサー Web会議
2024年 4月 18日 (木)⋅10:00～11:00
４．
Heroz ask オンライン会議
2024年 5月 29日 (水)⋅12:00～13:00
５．
グループ4ミーティング＠Dlab
2024年 5月 30日 (木)⋅12:30～13:30
６．
Heroz ask オンライン会議
2024年 6月 18日 (火)⋅14:00～15:00
７．
グループ4ミーティング
2024年 6月 19日 (水)⋅12:00～13:00

８．
チャットプラスWEB会議
2024年 6月 20日 (木)⋅17:00～18:00
９．
グループ4ミーティング＠Dlab
2024年 7月 5日 (金)⋅13:00～14:00
１０．
Heroz ask オンライン会議
2024年 7月 9日 (火)⋅13:00～14:00
１１．
Heroz ask オンライン会議
2024年 7月 19日 (金)⋅15:00～16:00
１２．
Heroz ask オンライン会議
2024年 7月 25日 (木)⋅13:00～13:30
１３．
Heroz ask オンライン会議
2024年 8月 22日 (木)⋅13:00～14:00
１４．
グループ4ミーティング＠Dlab
2024年 10月 31日 (木)⋅12:00～13:00

１５．
グループ4ミーティング＠Dlab
2024年 11月 15日 (金)⋅13:00～14:00
１６．
Heroz ask オンライン会議
2024年 11月 19日 (火)⋅15:15～16:00
１７．
グループ4ミーティング
2024年 12月 19日 (木)⋅12:00～13:00
１８．
Heroz ask オンライン会議
2024年 12月 23日 (月)⋅11:00～12:00
１９．
グループ4ミーティング＠オンライン
2025年 1月 7日 (火)⋅12:00～13:00
２０．
事務QAボットオンライン説明会
2025年 1月 16日 (木)⋅10:30～11:00
２１．
グループ4ミーティング＠Dlab
2025年 3月 3日 (月)⋅09:30～10:30

計21回 この内、外部機関等とのMT（太字）は12回行っている。



チーム４プロジェクトの2024年度協力者
連携検討した企業 3社
チャットプラス株式会社 株式会社ＦＩＸＥＲ HEROZ株式会社

連携実装した企業 1社
HEROZ株式会社 採用サービス：HEROZ ASK

Chatbot 試用協力者 8名
京都工芸繊維大学事務員 5名（ベテラン2 中堅1 新人2）
京都工芸繊維大学事教員 3名（新人3）

Chatbot OCR・データ入力・システム構築協力者 1名
SUPYI 木村陽（デザイン建築支援室）



本日の構成

1. 事務Q＆A Chatbot の試み

2. 文化財建造物TA Chatbot の試み

3. 北欧の洗いRA Chatbot の試み

4. まとめと所感

※発表内容は１が主軸で、特に２は補助的な内容となります。



１.事務Q＆A Chatbot の試み



事務Q＆A用AIチャットボットの構築意義

本学事務に関する質問に回答するAIチャットボットを試作することに

Chat GPT（AI）に「ゆとり」を作ってもらう → 教職員のWell Beingの実現へ

事務職員の電話やメールへの
対応時間の削減 24時間即時対応



・GPT-4o の入力は1回で最大12万8千トークン（日本語で約10万文字）

→ この範囲で事務関連データ全てを入力して、質問に回答させるのは不可能

解決策は２つ ・ファインチューニング
・RAG (Retrieval-Augmented Generation)

＝検索拡張生成

ChatGPTに独自データについて回答させる際のハー
ドル

RAGを用いて特化型AIチャットボットを試作することに



RAG

ファイン
チューニング

Chat
GPT

低 高カスタマイズ度合い

コ
ス
ト

独自の
大規模言語モデル

特化型AIチャットボットの構築手法一覧



Chat GPT等と似たようなチャット画面 → 直感的に使用可

試作したAIチャットボットのチャット画面



質問をチャット欄に自由に入力

事務Q＆A用AIチャットボットの利用例（１）



事務Q＆A用AIチャットボットの利用例（１）

登録済データベースの内容をもとにAIチャットボットが回答



事務Q＆A用AIチャットボットの利用例（１）

登録済データベースのどのデータを参照して回答を作成したか確認可能



事務Q＆A用AIチャットボットの利用例（２）

登録済データベースのどのデータを参照して回答を作成したか確認可能



Chat GPT等と似たようなチャット画面 → 直感的に使用可

試作したAIチャットボットのチャット画面（再掲）



事務Q＆A用AIチャットボットの学習データ一覧（１）

・今回は原則として公開情報のみを学習データとして利用



事務Q＆A用AIチャットボットの学習データ一覧（２）

・今回は原則として公開情報のみを学習データとして利用



事務Q＆A用AIチャットボットの学習データ一覧（３）

・今回は原則として公開情報のみを学習データとして利用



学習データ例(1)：事務案内(業務内容追加版).csv

本学事務の各課にも協力していただき作成

学内限りの情報のため非表示としています 



学習データ例(2)：01.総務企画課.csv

よくある質問とその回答を各課に作成していただきました

学内限りの情報のため非表示としています 



学習データ例(3)：02.人事労務課.csv

よくある質問とその回答を各課に作成していただきました

学内限りの情報のため非表示としています 



利用者結果：基本的な満足度や有用性に関する質問

Q．チャットボット利用
全体的な満足度

Q．求めていた情報は
的確か？

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない



Q．事務手続きの理解
や問題解決に役立

Q．情報へのアクセスのし
やすさ（メール、電話、
HP検索との比較）

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない



• 情報の正確性が怪しさあり。結局別に調べる必要性有。

• データベースが古い場合、最新の学内規定に則った回答が得られない。

随時更新の必要性あり。

• 質問に対し、１ヶ所で回答が得られる点は、便利だが、現段階のデータでは
誤った回答・情報を持ち得ていないとの回答が多々有り。

• 学内専用HPや事務情報ポータルの情報を網羅する必要性。

• 教室事務のデータがない。

• 情報の正確性には課題があると感じた。また、教員の内線番号など、チャッ
トボットではアクセスできない情報もあり、改善点であると感じた。

• 人間のように行間が読めない点

• 情報の詳しくを提供できましたら良いと思います。例えば、バンコックの日
当について聞きたい場合は、直接にpdfを提供しなくて、pdfの内容をわかっ
ていて、普通の日当に従って答えてくればよいと思います。

Q．情報へのアクセスのしやすさ（メール、電話、HP検索との比
較）で感じた改善点



使いやすさ・操作性に関する質問

Q．直感的で分かり
やすかった

か？

Q．従来の方法と比較し
た分かりやすさ

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない



Q．チャットボットの導入
により事務職員の対応
負担は減ると思うか？

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない

Q．チャットボットの導入
により教員の事務手続
き負担は減ると思う
か？



信頼性・安心感に関する質問

Q．チャットボットは、スタッフの
対応と同等またはそれ以上に
安心感があったか？

• 間違った答えを普通に返してくる点
• 回答の根拠が見れる回答と見れない回答
あり

• 信憑性の確認が困難
• 現段階では、スタッフが行う場合の方が
安心感あり

• 各分野のQ＆Aと、聞きたい分野の連絡
先を充実させれば便利になる可能性

• 情報の正確性に疑問
• 情報のカバー範囲拡大の必要性
• 回答される情報の正確性向上の必要性
• スタッフにメールを送る際の参考になれ
ば、本当に助かります。

• 英語でメールの概要を入力して、日本語
のメールを出力できれば一番理想的です。

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない



利用前後の比較・改善点抽出に関する質問

Q．チャットボット導入前と比べ
て、事務手続き情報へのアク
セスは改善したか？

改善点は？
• 質問に対して得られる回答に、提出先や様
式、URL、メールアドレスの記載をもっと
充実させることができれば、便利か。

• 間違った回答に対しての責任の所在が不明
確な点は要改善。

• 改善した箇所もある一方で、結局Web検索
をする必要があったりと、一概に改善した
とは言えない。

• 情報のカバー範囲の拡大、回答情報の正確
性向上の必要性

 非常にそう思う
 そう思う
 やや思う
 どちらでもない
 やや思わない
 思わない
 まったく思わない



今回の試用で感じたことやお気づきの点について
• "便利ですが、間違った答えを普通に返してくる点が怖いです。今回は知っている内容の質問でテストしたので間違えに気づけますが、

「知識がない状態で情報が欲しい」というときは答えが間違っていることに気づけないと思います。完全に正確な答えを出すのは難し
いと思いますが、例えば回答の正確さの目安（「間違いない」から「ちょっと自信ない」のような）が一緒にでれば参考にしやすいか
と思います。"

• "正確な情報が知りたいが、わざわざスタッフに確認して相手の時間を奪ってしまうことに抵抗のある情報（旅費規定・休暇の種類な
ど）について、何の気兼ねもなく確認することができたのはとても良かった。調べればわかることだが、明らかに調べるために使う時
間が短縮できていたと感じます。是非とも引き続き使用したいと感じました。特に、着任してからまもない職員にとっては、より有用
なツールだと思います。"

• "事務案内ボットの試用をさせていただきありがとうございました。事務手続きについて自分の思っている内容が正しいかを聞くと、
正誤に加えてその内容の補足してくれる点に対人のような気遣いを感じました。対人よりも気軽に聞けるとても素敵なシステムだと思
います。"

• "事務手続きに関する情報や、周知事項について、１ヶ所にアクセスすればわかるように事務情報ポータルが2007年に作成されました。
事務情報ポータルの各種届出様式集に、人事労務課や会計課等各課の手続きや様式等は、網羅されており、随時更新もされています。
チャットボットを利用する場合、事務情報ポータルの各種届出様式集に掲載されている内容を取り込む必要があると思います。事務情
報ポータルの各種届出様式集の検索機能を改善する必要はあるかと思いますが、ある程度の質問に対する回答は、現在でも得ることが
できるかと思います。チャットボットも便利かと思いますが、先生方からの質問によって、事務も調べ、知識を得、経験を積んでいき
ます。人間のスタッフに、質問がいかないと、事務職員のレベルアップにつながらないのではないかと思います。"

• もう少し、被験者のデータを積み上げることが必要であると考えます。
• 学習データさえしっかりと準備すれば、業務で使えるものができるという感触があった
• 英語でも行けるけど、専門用語はやはり日本語で入力しなければならない。



Q．今回の試用で感じたことやお気づきの点について
• 便利だが、間違った答えを普通に返してくる点は怖いです。
• 「知識がない状態で情報が欲しい」というときは、間違いに気づけ
ない。

• 回答の正確さの目安（「間違いない」から「ちょっと自信ない」の
ような）が一緒にでれば

• わざわざスタッフに確認して相手の時間を奪ってしまうことに抵抗
のある情報（旅費規定・休暇の種類など）について、何の気兼ねも
なく確認することができたのはとても良かった。

• 調べればわかることだが、調べるために使う時間が短縮できていた
と感じます。

• 特に、着任してからまもない職員にとっては、より有用なツールだ
と思います。



今回の試用で感じたことやお気づきの点について
• 事務手続きに関する情報や、周知事項について、１ヶ所にアクセス
すればわかるように事務情報ポータルが2007年に作成されました。
事務情報ポータルの各種届出様式集に、人事労務課や会計課等各課
の手続きや様式等は、網羅されており、随時更新もされています。

• チャットボットを利用する場合、事務情報ポータルの各種届出様式
集に掲載されている内容を取り込む必要があると思います。事務情
報ポータルの各種届出様式集の検索機能を改善する必要はあるかと
思いますが、ある程度の質問に対する回答は、現在でも得ることが
できるかと思います。

• チャットボットも便利かと思いますが、先生方からの質問によって、
事務も調べ、知識を得、経験を積んでいきます。人間のスタッフに、
質問がいかないと、事務職員のレベルアップにつながらないのでは
ないかと思います。



Chatbot試用のまとめ pros & cons
• 職員の対応負担軽減
• 教員の検索負担減
• 情報を細かく更新すれば使い勝手がよくなる

• 初期登録情報を（非常に）細かく入力しなければならない
• 職員ー教員間の交流機会の減少はいいことか？
• 職員のスキルアップ、大学組織の構成を理解する機会損失にもな
り得る？

Chatbot導入によるwell-beingはwell-beingにつながるのか



２.文化財建造物TA Chatbot の試み



文化財建造物TA Chatbot の学習データ

建築基準法
文化財保護法
文化庁HP
文化財建造物保存技術協会HP
京都府文化財保護課
京都市文化財保護課
国指定文化財の

等で公開されている法文・テキスト・PDFデータを読み込み

ChatGPT,（4o, o1 )  Google検索AI と、
どれだけ回答精度に違いが出るかを比較









文化財建造物TA Chatbot の効果

•必要な情報に対して精度の高い回答が得られる。
• ChatGPTと比較して、一般的な内容（国宝・重文関連）そこまで
の優位性は見られない。

•京都府市レベルの独自条例など（京都を彩る建造物と景観など）
に関してはボットの精度が高い。

• Google検索は一般的でない情報ではAI回答がなされない。

⇒情報更新の優位のある情報や独自情報を用いる
入力データの独自性に即した質問をする
入力データの独自性を理解した運用とデータ構築が必要



３.北欧の洗いRA Chatbot の試み



北欧の洗いRA Chatbot とは？

•中山の研究テーマである「洗い」技術は北欧にもある。

•昨年その史実が書かれているノルウェー語の書籍を現地
の文化財専門家の紹介により発見。

•その書籍をAIに読み込ませ、さらにノルウェーの木造教
会関係資料もよみこませることで、研究効率の向上や新
たな発見に繋がるかを検証する。



北欧の洗いRA Chatbot の効果
•ノルウェー語という馴染みのない言語を瞬時に読み込ませ、書籍
の内容を把握し必要な情報効率的に得られる。

•全文テキストとページごとのテキスト両方を読み込ませることで、
必要な情報のページの当たりを付けられる。
⇒該当部分を中心に翻訳・精読し引用可能に

•報告書など大量の情報を効率的に読み込ませるのも有用。
•必要情報の質問により既往研究や情報の精査にも役立つ。

新たな発見とまでは行かないが、仮説を補強する情報を得られた。



４.まとめと所感



AIを用いた研究者のWellbeingは可能か。
• 事務Q＆A ・教育TA・研究RAそれぞれ使いようによって情報収集の
効率化による作業性の向上と時間節約が可能となる。

• 現段階ではそのシステムを構築し最新情報にメンテナンスする時間
と労力は必要。

• 個人の研究者しては、史料を読み必要な情報を引き出していく過程
は研究者である私自身の楽しみや喜びであり、それがAIに奪われる
ことの不安や憤りの気持ちがあった。

⇒結果としては言語ハンデを乗り越えたスピードアップが実現



AIは人間の仕事を奪うのか。
• 人間に必要とされる作業：
ソースとなる情報の更新、
データ化や共有がされていない情報の補填、
この他暗黙知として蓄積されている情報の明言化と読み込み

• 上記もシステム化されると、業務改善や方針決定など、より重要な
側面においての人間の役割が明確化していく。

• プロジェクトを通して出てきた新たな問い：
AI時代の研究者の存在意義とは。
個人の研究情報を全て読み込ませた研究者コピーAIとのブレインス
トーミングは研究者を超えるのか？！



ご清聴ありがとうございました。

• Chatpot構築等に関しては、SUPYI 木村陽様（デザイン建築支援
室）に多大なるご協力を頂きました。

• 事務Q＆A Chatbot の試用にご協力くださいました本学事務員の皆
様、先生方にも、この場を借りて厚く感謝申し上げます。

Agora2022 team4 一同




